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1.  平成23年3月期第2四半期の業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 6,995 25.2 △851 ― △833 ― △515 ―

22年3月期第2四半期 5,585 △23.7 △567 ― △564 ― △346 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 △62.91 ―

22年3月期第2四半期 △42.22 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 18,030 11,131 61.7 1,358.18
22年3月期 19,490 11,910 61.1 1,453.19

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  11,131百万円 22年3月期  11,910百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 5.00 ― 29.00 34.00

23年3月期 ― 5.00

23年3月期 
（予想）

― 25.00 30.00

3.  平成23年3月期の業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 22,000 2.3 1,400 △14.5 1,450 △13.0 820 △12.3 100.05



(1) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

詳細は、３ページ「２．その他の情報（２）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要」をご覧ください。 
（注） 「四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、 
   表示方法等の変更の有無となります。 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

4.  その他 (詳細は、３ページ「２．その他の情報（１）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要」をご覧ください。

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q  8,197,500株 22年3月期  8,197,500株

② 期末自己株式数 23年3月期2Q  1,291株 22年3月期  1,111株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q  8,196,314株 22年3月期2Q  8,196,389株

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商
品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 平成23年3月期の業績予想は、「平成22年3月期 決算短信（非連結）」（平成22年5月12日付）において公表した金額より変更しておりません。上記の予想
は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる場合がありま
す。なお、当社は通常の事業の形態として、売上高及び利益の計上が第４四半期に集中いたしますので、第１四半期から第３四半期までの各四半期の業
績は、営業損失、経常損失及び四半期純損失となることが常態であります。 



  

  

○添付資料の目次

１．当四半期の業績等に関する定性的情報 ………………………………………………………………………………  2

（１）経営成績に関する定性的情報 ……………………………………………………………………………………  2

（２）業績予想に関する定性的情報 ……………………………………………………………………………………  2

２．その他の情報 ……………………………………………………………………………………………………………  3

（１）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 ……………………………………………………………………  3

（２）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 ……………………………………………………………  3

３．四半期財務諸表 …………………………………………………………………………………………………………  4

（１）四半期貸借対照表 …………………………………………………………………………………………………  4

（２）四半期損益計算書 …………………………………………………………………………………………………  5

（３）四半期キャッシュ・フロー計算書 ………………………………………………………………………………  6

（４）継続企業の前提に関する注記 ……………………………………………………………………………………  7

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 ……………………………………………………………  7

  

  

  

  

  

日本電技㈱ (1723) 平成23年３月期第２四半期決算短信（非連結）

1



（１）経営成績に関する定性的情報 

①当期の経営成績 

当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、一部の経済指標において持ち直しの動きが見られたものの、円

高や株価低迷、海外経済の減速懸念といった景気を下押しするリスクも強まっており、自律的回復には至らず、総

じて厳しい状況で推移しました。 

建設業界におきましては、民間需要では下げ止まりの兆しが見られたものの、公共需要は減少傾向が続き、予

断を許さない状況にて推移しました。 

このような状況下にあって当社は、空調計装関連事業の新設工事にあっては「営業力強化と安定的な受注量確

保」、空調計装関連事業の既設工事にあっては「低炭素社会のニーズに応える事業展開」、産業計装関連事業にあ

っては「システムエンジニアリング力と品質管理の向上」を対処すべき課題として掲げ、事業展開してまいりまし

た。 

しかしながら、受注高につきましては、空調計装関連事業、産業計装関連事業とも減少し、10,943百万円（前

年同期比7.5%減）となりました。売上高につきましては、空調計装関連事業の新設工事が増加したことを主因に、

6,995百万円（同25.2%増）となりました。 

損益面につきましては、一部物件の採算性低下に伴い、営業損失が851百万円（前年同期は567百万円の損

失）、経常損失が833百万円（前年同期は564百万円の損失）、四半期純損失は515百万円（前年同期は346百万円の

損失）とそれぞれ損失額が増加いたしました。 

なお、当社は通常の事業の形態として、売上高及び利益の計上が第４四半期に集中いたしますので、第１四半

期から第３四半期までの各四半期の業績は、営業損失、経常損失及び四半期純損失となることが常態であります。

②事業別動向 

〔空調計装関連事業〕 

 空調計装関連事業につきましては、受注工事高は、既設工事における省エネルギー化提案ビジネスは好調に推移

したものの、新設工事において減少し、9,956百万円（前年同期比4.9%減）となりました。内訳は、新設工事が

2,466百万円（同41.0%減）、既設工事が7,490百万円（同19.0%増）でした。 

 完成工事高は、一部物件に完成計上の延期等があったものの、新設工事において大型物件が完成計上されたこと

を主因に、5,985百万円（同31.3%増）となりました。内訳は、新設工事が3,281百万円（同125.3%増）、既設工事

が2,704百万円（同12.8%減）でした。 

 制御機器類販売の受注高及び売上高は、178百万円（同7.4%増）となりました。 

 総じて、空調計装関連事業の受注高は10,135百万円（同4.7%減）、売上高は6,164百万円（同30.4%増）となりま

した。  

〔産業計装関連事業〕 

 主に工場や各種搬送ライン向けに、空調以外の計装工事及び各種自動制御工事を行う産業計装関連事業につきま

しては、受注工事高は、電気工事の減少等により、673百万円（前年同期比36.8%減）となりました。 

完成工事高においても、VOCソリューション事業の減少等により、696百万円（同4.9%減）となりました。 

 制御機器類販売の受注高及び売上高は、134百万円（前年同期比5.6%増）となりました。 

 総じて、産業計装関連事業の受注高は808百万円（前年同期比32.3%減）、売上高は831百万円（前年同期比3.3%

減）となりました。 

  

（２）業績予想に関する定性的情報  

今後の国内経済の見通しにつきましては、景気が足踏み状態となっていることに加えて、急激な円高の進行等

により、先行きは不透明な状況が続いております。 

建設業界におきましても、引き続き厳しい市場環境が予測されますが、計装工事業界においては、企業収益の

回復に伴い、小型の補修・改修工事や、環境規制強化等に後押しされる省エネルギー化提案等、景気悪化時に見送

られていた設備投資が徐々に回復するものと思われます。 

 これらにより、当社においても、当第３四半期から第４四半期にかけて、空調計装関連事業の既設工事を中心

に、短工期物件の完成計上が堅調に推移すると想定しております。 

こうした要因に加え、第２四半期末における完成延期物件の売上計上及び一層の経費低減に努めることによ

り、通期業績は、売上高、利益ともに平成22年３月期決算短信（非連結）にて発表した業績予想のとおりに推移し

ていくものと予想しております。 

従いまして、平成23年３月期の通期の業績予想につきましては、修正せず据え置いております。 

１．当四半期の業績等に関する定性的情報
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（１）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

一般債権の貸倒見積高の算定方法 

当第２四半期会計期間末の貸倒実績率等が前事業年度末に算定したものと著しい変化がないと認められるため、

前事業年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。 

   

（２）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

第１四半期会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31日）及び 

「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を適用して 

おります。 

なお、これによる損益への影響はありません。 

  

２．その他の情報
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３．四半期財務諸表 
（１）四半期貸借対照表 

（単位：千円）

当第２四半期会計期間末 
(平成22年９月30日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金預金 2,955,139 2,655,441

受取手形・完成工事未収入金等 3,185,856 6,989,150

有価証券 2,557,477 2,330,736

未成工事支出金 4,762,578 3,425,492

商品 19,111 14,294

材料貯蔵品 10,318 6,876

その他 859,703 518,321

貸倒引当金 △14,792 △20,481

流動資産合計 14,335,393 15,919,832

固定資産   

有形固定資産 ※1  921,382 ※1 906,414

無形固定資産 314,169 276,093

投資その他の資産 ※2  2,459,686 ※2  2,387,978

固定資産合計 3,695,239 3,570,486

資産合計 18,030,632 19,490,319

負債の部   

流動負債   

支払手形・工事未払金等 3,099,651 3,664,099

未払費用 815,833 926,425

未払法人税等 8,873 523,366

未成工事受入金 2,099,711 1,405,454

完成工事補償引当金 25,019 14,999

工事損失引当金 134,783 83,073

その他 88,848 383,069

流動負債合計 6,272,721 7,000,489

固定負債   

退職給付引当金 405,907 385,312

役員退職慰労引当金 220,102 193,618

固定負債合計 626,009 578,930

負債合計 6,898,731 7,579,420

純資産の部   

株主資本   

資本金 470,494 470,494

資本剰余金 316,244 316,244

利益剰余金 10,378,942 11,132,301

自己株式 △875 △765

株主資本合計 11,164,805 11,918,275

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △32,904 △7,376

評価・換算差額等合計 △32,904 △7,376

純資産合計 11,131,901 11,910,899

負債純資産合計 18,030,632 19,490,319
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（２）四半期損益計算書 
（第２四半期累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高   

完成工事高 5,291,376 6,682,024

商品売上高 294,044 313,468

売上高合計 5,585,420 6,995,493

売上原価   

完成工事原価 3,680,109 5,419,182

商品売上原価 208,020 221,943

売上原価合計 3,888,130 5,641,126

売上総利益 1,697,290 1,354,367

販売費及び一般管理費 ※1  2,264,673 ※1  2,205,419

営業損失（△） △567,382 △851,052

営業外収益   

受取利息 10,765 9,080

受取配当金 8,410 8,424

その他 9,301 10,664

営業外収益合計 28,477 28,169

営業外費用   

売上割引 67 118

デリバティブ評価損 22,909 8,066

貸倒引当金繰入額 － 2,130

コミットメントフィー 501 501

その他 1,653 300

営業外費用合計 25,131 11,116

経常損失（△） △564,037 △833,999

特別利益   

固定資産売却益 116 －

貸倒引当金戻入額 12,372 5,715

特別利益合計 12,488 5,715

特別損失   

固定資産除却損 2,961 3,328

特別損失合計 2,961 3,328

税引前四半期純損失（△） △554,510 △831,612

法人税、住民税及び事業税 4,600 4,200

法人税等調整額 △213,089 △320,148

法人税等合計 △208,489 △315,948

四半期純損失（△） △346,020 △515,664
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第２四半期累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純損失（△） △554,510 △831,612

減価償却費 116,170 93,103

退職給付及び役員退職慰労引当金の増減額（△は
減少）

63,921 47,079

貸倒引当金の増減額（△は減少） △13,218 △3,965

完成工事補償引当金の増減額（△は減少） △1,583 10,019

工事損失引当金の増減額（△は減少） △32,403 51,710

受取利息及び受取配当金 △19,176 △17,505

デリバティブ評価損益（△は益） 22,909 8,066

売上債権の増減額（△は増加） 5,493,027 3,803,385

未成工事支出金等の増減額（△は増加） △3,157,366 △1,337,085

たな卸資産の増減額（△は増加） △2,177 △8,258

仕入債務の増減額（△は減少） △1,357,277 △647,592

未成工事受入金の増減額（△は減少） 2,126,153 694,387

未払消費税等の増減額（△は減少） △377,530 △298,433

その他 △484,796 △151,073

小計 1,822,141 1,412,224

利息及び配当金の受取額 27,029 19,655

法人税等の支払額 △971,798 △502,487

営業活動によるキャッシュ・フロー 877,372 929,392

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有価証券の償還による収入 30,000 280,000

有形固定資産の取得による支出 △42,636 △46,378

無形固定資産の取得による支出 △48,056 △16,619

投資有価証券の取得による支出 △56,544 △107,449

投資有価証券の償還による収入 950 1,050

定期預金の払戻による収入 100,000 －

出資金の払込による支出 △20,000 －

敷金及び保証金の差入による支出 △16,461 △3,066

敷金及び保証金の回収による収入 2,365 2,716

その他 1,789 △1,313

投資活動によるキャッシュ・フロー △48,594 108,939

財務活動によるキャッシュ・フロー   

リース債務の返済による支出 △1,281 △1,120

自己株式の取得による支出 － △110

配当金の支払額 △368,010 △237,445

財務活動によるキャッシュ・フロー △369,291 △238,676

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 459,486 799,655

現金及び現金同等物の期首残高 4,258,535 4,655,036

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  4,718,022 ※  5,454,692
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 該当事項はありません。 

  

  

 該当事項はありません。 

  

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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